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鶴ヶ島市農業委員会だより 第３０号 

 農地改良に伴う悪質行為が目立っています。 

 農地改良（土盛り・埋め立て）を「無料で行う」「謝礼を払う」「木の伐採抜根

もする」「手続きはすべて任せてくれ」などと言い寄り、農地から「勝手に既存

の優良土を売却する」「産業廃棄物や建設残土、ゴミなど埋める」「山と積む」

「そのまま放置する」といった事例が起きています。 

 こうなると、農地として利用できなくなることはもとより、隣接地や周辺地域

にも被害が及ぶなど、予想もしなかったトラブルが発生します。 

 農地をゴミや残土の山にした責任は、その誘いに乗ってしまった地主にもあり

ます。また、ゴミや残土の山を撤去するためには、大変な費用がかかります。 

 農地改良を行う際には、「甘い言葉は信じない」「信用できる事業者を選ぶ」こ

とが大切です。  

ご注意ください!!悪質業者が、あなたの農地を狙っています 
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ー１－ ー４－ 

 

 定期的な作業で農地をしっかり管理 

 あなたの協力が次世代の農業者を支えます 

 農業委員会とともに地域の農業を守り育てましょう  

「 全国農業新聞 」を購読をしませんか？ 
 

 全国農業新聞は、一般紙やテレビ等では報道されな

い、農業関連の情報が盛りだくさんです。 

 ・毎週金曜日発行、購読料は７００円／月 

   ※令和８年４月からは９００円／月 

 ・申し込みは農業委員会事務局まで 

★農業者年金は、国民年金の上乗せになります。 

★積立方式なので、かけた金額は終身年金としてもらえます。（死亡一時金有り） 

★保険料は月々２万円から６万７千円まで選べます。 

★一定の条件を満たす農業者には、保険料に国庫補助があります。 

★支払った保険料は、全額社会保険料控除の対象になります。 

「 農業者年金 」に加入しましょう 

 農地改良のほかにも、農地において、建築物の建設や駐車場・資材置場にす

る等、農地を農地以外の目的に利用（農地転用）する場合、農地法に基づ

く手続きが必要です。  

 農地に関する約束（契約）をする前に、農業委員会へご相談ください。 

 



ー２－ ー３－ 

農業委員・農地利用最適化推進委員の仕事 

農地パトロールの様子 

こんなことをしています 
 

 ・農業者からの相談対応 

 ・農地の集積や集約に向けた関係者との協議 

 ・農地の権利移動の許可 

 ・農地転用案件への意見具申 

 ・関係行政機関等に対する意見の提出 

 ・農地パトロール  

地域計画が策定されました 

 地域計画とは、遊休農地の解消、農地の集約化や効率的な利用を進めるため、地域での

話し合いによりおおむね10年後の目指すべき農地利用の姿を明確化する法定計画です。 

 鶴ヶ島市では、３つの地域での話し合いを実施して、『高倉・脚折・下新田地域』 『三ツ

木・太田ヶ谷・藤金・上広谷・五味ヶ谷地域』 の２つの地域で策定することとなりました。 

 

 農業委員会としては、引き続き農業者や関係者の皆様のご意見を伺いながら、地域計画

の実行・変更・新規策定にあたっての支援や対応をしていきます。 

農地の適正管理にご協力をお願いします 

 

 雑草の除去には多大な労力が必要であり、気を抜く

とすぐに繁茂してしまう厄介な問題です。 

 特に夏場に雑草対策を怠ると、短期間で雑草が繁

茂し、手に負えない状態に陥りやすくなります。これに

より、野生鳥獣の生息、病害虫の発生、通行の妨げ、

ごみが捨てられやすくなるなど、周辺からも苦情が寄

せられることがあります。 

 農地は一度荒れてしまうと、元の状態に戻すのに大

きな労力と費用が発生するため、定期的に草刈りや

耕起をするなど、農地の適正な維持・管理をお願いし

ます。  

雑草の抑制効果が 

期待できるコスモス 

定期的な作業が大切です 

 

 冬場は埃対策が重要であり、緑肥としても利用できるカバークロップ（被覆作物）によ

る対策が有効といわれています。 

 冬季に雑草対策として耕耘を行うと、乾燥した畑の表土が風に吹かれて周囲に飛散

し、住宅内にも入り込みます。この土埃は掃除が困難であり、地域住民からの苦情が

多く寄せられています。 

 風が吹くと目を開けられない、吸い込む、洗濯物が干せない、家の中にまで入り込む

などの問題が発生します。このような状況は、鶴ヶ島市の農業全体に対しても悪影響

を及ぼします。 

 冬場も対策が必要です 

認定農業者になりませんか 

農機具バンクをご活用ください！  

 鶴ヶ島市では、農業者の支援を図ることを目的として、不要となった農機具を農機具バン

クに登録し、その農機具を譲り受けたい農業者に提供する制度があります。 
 

 「もう使用していない」 「物置に眠っている」 農機具はありませんか？ 

 まだまだ使用可能な農機具を、必要な方に譲って農機具の有効利用を図りましょう！ 

農業経営基盤強化促進法に基づき、農業経営者が自らの将来の

経営の目標を示した「農業経営改善計画」を作成し、その計画を市

が認定する制度です。 

低利な公庫資金の利用、補助事業の活用などができます。 

基準を満たした5年後の農業所得や労働時間などの数値目標を立

て、目標達成のための具体的な計画を策定する必要があります。 

まずは産業振興課の農政担当にご相談ください。  

認定農業者制度 

メリット 

認定農業者 

になるには 

 農業委員会は地域の農業の発展と農地の適

正な利用を推進するために設置されており、農

業委員と農地利用最適化推進委員は、法令に

基づく重要な役割を担っています。  

  

  

  

  

  

詳細はこちら 

（ 市HP ） ⇒ 

詳細はこちら 

（ 市HP ） ⇒ 


